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下の 幅 は 広めに、 一間 ほど も あれば よいでしょう。 そ 

れが十 間ば かり 真直に 続きます。 そして 曲折し、 それ 

からまた 真直に 十 間ば かり、 そして また 曲折し ます。 

曲折の 角度 は 不整で、 三十 度、 四十 五 度、 九十 度、 百 

二十 度、 など さまざまです。 つまり、 十 間 ほどの 長さ 

の 廊下 を、 いろいろな 角度 を もたせて 継ぎ足す のです _ 

そして その 各の 曲り角に、 前の 一 片 から 真直に ぬけら 

れる 扉が あり、 いつでも 外に 出られる ようにな つてい 

ます。 廊下の 中 は、 ぼんやりした 薄ら 明りです。 

論理の 糸口が 切れたり、 思考の 筋途が もつれたり、 

何 か 余計な ものが 場所 をふさいで いたりす る 時、 その 



は 卑怯で ございました。 この こと を 御 認めになります 

でしよう か。 認識不足 は 誤解の もとで ございます。 お 

互に、 はつ きりした 認識 を 持ちた いもので > J ざ います。 

そして 永久に、 未練と か 口惜し さと かいうよ うな もの 

が、 後に 残らない ように 致したい もので ございま すご 

その 声が、 木 村の 眼界 を 塞ぐ ので ある。 それが たと 

え、 真実の ものであろう とも、 或は 偽装の もので あろ 

うと も、 その 中には 甘い 蜜 を 含んで いる。 そういう 蜜 

をな める 場合に は、 彼が 園の 中の、 蝦蟇 も 亀 も 蝦 も 蟹 

も、 その他の ものが 凡て、 生気 を 失って しまう ので あ 

る。 



た。 そして その 小さな お茶 碗と お 箸と を 取り、 重湯 を 

一 口す つて は 御飯 粒 を 一 つ 一 つ 拾い あげて 食べた。 丁 

度 そこに 居 合せた 木 村 は、 それ を 見て いるう ちに、 瞼 

の 中が 熱くな り、 それ を 意識す ると、 激しく 涙が 出て 

きた。 小さな 子供の、 なんという 清い 食欲、 生の 営み 

である ことか。 木 村 は 涙 を 流した。 

その、 うちの 坊やの 姿な ので ある。 だが、 見よう に 

よって は、 遠い 地平に、 一人の 子供が、 やはり 砂地に 

鶴嘴 を うちこんで いる。 一粒の 麦 か 来 か を 培う つもり 

なのであろう か、 それとも、 ただ 遊んで いるので あろ 

ク ゝ o 

う 力 
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